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移住につながる援農体験交流事業
～都市若者・移住希望者など１５名が体験。中之島への１家族の移住につながる～

特産品が選べるふるさと納税で寄付額大幅増加
～NPOでパンフレット企画・情報提供・現地調達・梱包発送までの一連の業務管理～

　県の事業委託を受け、都市部の若者等外部人材を呼び込み、農
畜産業に関する滞在型の援農体験ボランティアチーム「十島三島
援農隊」として計15名（口之島2名、中之島7名、諏訪之瀬島1名、
宝島5名）の派遣を行い、農作業の人手不足の解消や高齢化による
耕作放棄地・放置竹林の再生作業を実施いたしました。高齢農家
の果樹管理作業やIターン者の島らっきょうの植え付け・収穫作業・
畜産の管理作業などの一次産業の体験だけではなく、島民とのふ
れあいや伝統産物を使った夕食会など、他では経験することがで
きない体験ができたとの感想を多くいただいております。
　また、この事業を交流人口の拡大とあわせて移住希望者の体験
移住の機会ととらえ、移住希望者を優先的に派遣した結果、移住
希望4組のうち1家族（3名）の中之島への移住に繋がりました。
　今回の事業は十島村だけではなく、共通の課題を抱える三島村
へも5名の援農隊を派遣し、宝島で検討や交流会も実施し、村間・
島間の交流も活発化し今後の連携が期待されております。

　平成27年度は役場と連携し、ふるさと納税の返礼品を
選べるパンフレットの企画提案を行い、インターネットサ
イトでの情報提供や現地からの特産品の調達、梱包発送ま
での一連の業務管理をNPOが担当しました。昨年の5倍に
あたる1,670万円と大幅に寄付額も伸び、十島村の増収や
生産者の所得の向上、特産品ＰＲに繋がりました。
　なかでも、島バナナ・びわ・たんかん・スイートスプ
リング等の果樹類の人気が高く、多くのご注文をいただき
ましたが、たんかん類は不作の為、代替商品での対応にな
りました。
　今後は需要拡大に伴う商品確保が急務となってくるため、
生産面積の拡大や担い手人材育成など島の一次産業の振興
とセットした形で進めていくことが極めて重要であると思
われます。






